
客観指標基礎データ（案） 資料１１

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 － - - -

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

17 18 19

ｂ ｂ ｂ

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 107.9%

数値 目標年次 達成度

数値 － - - -

５　評価基準 ６基準説明 ７ 評価結果

17 18 19

c c c

本帳票はサンプルであり，掲載している数値等は実際とは異なります。
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根拠

-

10,200人 11,000人 800人増 10,200人

１７年度

全国順
位

中長期目標

根拠

全国順
位

中長期目標

推移
目標値

数値 根拠

指標名

１８年度

　各科目の定員の増減により受講者は変
動するため，単年度目標を基準に２０％
の範囲をｃとし、２０％刻みで設定し
た。

単年度目標に対する達成度が
a:１３０％以上
b:１１０％以上～１３０％未満
c:９０％以上～１１０％未満
d:７０％以上～９０％未満
e:７０％未満

過去最高実績並(平成17年度1,200人）

備考 ー

数値 根拠

４７校

１7年度 １8年度 推移

施策名 2231 個性豊かな大学の集積を生かした交流の場づくり

指標名 単位互換提供大学数（校）

大学相互の交流状況を示す指標

増減なし

出典：(財）大学コンソーシアム京都資料

４７校 前年度実績値

備考 ー

４７校

目標値

単位互換授業の受講者数

大学相互の交流状況を示す指標 出典：(財）大学コンソーシアム京都資料

　大学数の大幅な増加は見込まれない
が，未参加の大学の参加による増加の可
能性はあるため，増加した場合はaと
し，同水準をｂ，１校減少毎にｃ以下の
設定とした。

単年度目標と比較して
a：増加
b：同水準
c：１大学減少
d：２大学減少
e：３大学以上減少

担当課 プロジェクト推進室 連絡先 ２２２－３１０３

単位互換受講者数

２２２－３１０３

単位互換授業へ科目を提供している大学数

プロジェクト推進室 連絡先担当課


